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◆表紙デザインと画像◆

　デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長寿のシンボルとして古来より尊ばれた紋様です。
なお、高温工学試験研究炉「HTTR」の燃料体も正六角形です。
　画像は、グラフェン（炭素原子 1 層でできた網）を酸素分子が通り抜けるイメージ（左上）と地形・処分場深度変遷解析ツールを用
いた処分場深度と地形変化の計算例（右下）です。
　前者では、私たちの身の回りにある酸素分子の中で高速な酸素分子が炭素原子の網であるグラフェンを透過できることを放射光実験
と計算機シミュレーションから明らかにできました。本研究は、錆や食品腐食などの防止膜の開発等の応用が期待されています（第 5
章トピックス 5-6、p.62）。
　後者は、複数の隆起速度の設定に対して処分場深度と地形変化を計算したものです。地形と処分場深度変化にはいくつかのパターン
があり、どのパターンに近いかを推定することで、安全評価で着目する影響の判断に活用できます（第 8 章トピックス 8-9、p.88）。

原子力機構が保有する知的財産のうち、産業上応用可能な特許技術やノウハウ等を解説した
「JAEA 技術シーズ集 第 7 版」もご参照ください。

原子力機構全体の活動状況は、「2020 年度事業報告書」をご参照ください。
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グラフェン（炭素原子1層でできた網）を酵素分子が
通り抜けるイメージ（トピックス5-6）

地形・処分場深度変遷解析ツールを用いた処分場深度と地形変化の
計算例（トピックス 8-9）
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100万年後

地形と処分場深度両方の変化が大きい処分場深度変化のみが大きい

地形の険しさ
（高度分散量）（m）

C 地形と処分場深度両方の変化が大きいB 処分場深度変化のみが大きい

A 地形と処分場深度ともに変化が小さい初期条件として設定した地形と処分場位置

隆起速度の設定

●ケース１
0.3 mm/y

●ケース２
0.6 mm/y

●ケース３
0.9 mm/y

●ケース４
海側へ傾動

0年

●地形・地表環境
●地下水流動場
●処分場深度
●移行経路
●流出場所 etc.

●処分場深度
●移行経路
●流出場所 etc.

【顕著な変化なし】

（m）

200万年後

【主な変化】
【主な変化】
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